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令和元年第２回定

例会を令和元年６月

５日から６月27日まで

23日間にわたって

開催しました。

令和元年第２回定

例会を令和元年６月

定 例 会

令和元年

第２回
定 例 会

令和元年

第２回

　

令
和
元
年
６
月
５
日
の
開
会
日
に
、
執
行
機
関
側
か

ら
報
告
案
件　

件
、
人
事
案
件
１
件
、
消
費
税
率
引
き

14

上
げ
に
関
連
す
る
条
例
案
件　

件
、
リ
ニ
ア
代
替
土

25

地
の
取
得
等
に
係
る
一
般
案
件
ほ
か
３
件
、
補
正
予

算
に
係
る
案
件
３
件
の
計　

件
の
議
案
の
提
出
が
あ

46

り
ま
し
た
。

　

報
告
案
件
及
び
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
初
日
の

採
決
に
よ
り
可
決
・
同
意
、
ま
た
、
そ
の
他
の
案
件
に

つ
い
て
は
、
常
任
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
最
終

日
に
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

主な会見要旨

①定例会の振り返り

・一般質問では深い議論が

できた。

・新設した予算決算委員会

が始動。まずは補正予算

の審査を無事終えた。

②議会による行政評価

・「いいだ未来デザイン

2028」の進行管理とし

て、予算決算委員会が主

管となり評価･検証･提言

を行っていく。

③議会報告会開催日程

・今年も市内７ブロックで

開催させていただく。

・多くの市民の皆さんの声

をお聞かせください。

賛否が分かれた案件

「飯田市水道条例の一部を改
正する条例の制定について」

議案第84号

「飯田市農業集落排水処理施
設条例の一部を改正する条例
の制定について」

議案第85号

「飯田市下水道条例の一部を
改正する条例の制定について」

議案第86号

「土地の取得について」議案第96号

 上記案件については反対の意思表示があっ

たため、起立による採決を行い、いずれ

も賛成多数で可決。その他の案件は､全会

一致で可決・同意。

可決された補正予算の主な内訳
【歳入】

伊豆木産業用地の売払収入 …………………………… 109,962,000円

【歳出】

土地改良区総代選挙を執行するための経費 ………………… 506,000円

プレミアム付商品券発行に関する事業費 …………… 388,925,000円

認知症高齢者グループホーム建設に対する補助金 …… 32,000,000円

介護保険特別会計への操出金 …………………………… 20,297,000円

未婚の児童手当受給者に対する臨時・特別交付金 ……… 5,211,000円

林道の改良・整備のための費用 ………………………… 76,893,000円

飯田市総合運動場改修のための費用 …………………… 73,268,000円

請願・陳情に対する審議結果

請願第１号（担当：総務委員会）

大規模地震等の自然災害への備えとして避難場所

など公共施設に「災害にも強いＬＰガス設備」の導

入が進むことを求めたい。

内 容

慎重な審査の結果　「採択」結 果

請願第２号（担当：産業建設委員会）

国に対し、最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を

求める意見書を提出願いたい。
内 容

慎重な審査の結果　「不採択」結 果

議長記者会見
（６月 28日）
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▲　昨年度の全体会の様子

ご存知
ですか？議会報告会

　飯田市議会では、毎年、市内各地区を巡回し全議

員出席による議会報告会を開催しています。

　今回は、知っているようで知らない議会報告会に

ついての素朴な疑問にお答えします。

議会報告会ってなに？

地区の役員じゃないけど参加してもいいの？

議員って近づきにくいイメージがあって…

議会報告会と聞くと、“何か議員の難しい話を聞くだけでしょ”と

お思いの方が多いのではないでしょうか。「報告会」ですので議会

活動の報告も行いますが、大半は、事前に決めた「テーマ」につい

て市民の皆さんと議員が意見交換をします。テーマに対する市民

の皆さんの思いや考えを直接議員に伝えることができます。

どなたでも参加いただけます。お気軽にご参加ください。

議員も皆さんと同じ飯田市民であり、市民の代表です。

お気軽にお話しください。

開始はいずれの会場も午後７時から令和元年度飯田市議会報告会　開催日程

会　場開催日地　区　ブロック

上 村 公 民 館10月１日（火）上村・南信濃遠　山

伊賀良公民館10月２日（水）山本・伊賀良西　部

鼎 公 民 館10月３日（木）松尾・鼎中　部

上 郷 公 民 館10月４日（金）座光寺・上郷北　部

竜 丘 公 民 館10月８日（火）竜丘・川路・三穂南　部

下久堅公民館10月９日（水）下久堅・上久堅・千代・龍江竜　東

飯 田 市 役 所10月10日（木）橋北・橋南・羽場・丸山・東野飯田５地区

全体会（全議員） 開会あいさつ・議会活動報告

分科会（３常任委員会ごと） 第１部：常任委員会報告

   第２部：意見交換会

全体会（全議員） 分科会の概要報告　など

※分科会で行う意見交換会のテーマなどの詳細は後日、飯田市議会

　ホームページ、広報いいだ等でお知らせいたします。

構
成

兼
献
献
牽
献
献
験
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福　澤　克　憲　議員（市民パワー）

地
域
に
望
む
取
り
組
み
は
何

か
。
天
龍
峡
エ
リ
ア
（
龍
江
・

川
路
・
千
代
・
竜
丘
地
区
）
へ
の
情

報
提
供
・
共
有
は
。

天
龍
峡
Ｉ
Ｃ
イ
ベ
ン
ト
広
場
を

含
め
、
既
存
及
び
新
設
す
る
施

設
を
有
効
活
用
し
て
地
域
活
性
化
に

繋
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
し
っ
か
り
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
情
報
提
供
・
共
有
、

議
論
の
場
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
の

指
摘
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受
け
止

め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し

て
い
く
。

■
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
対

応
に
つ
い
て

交流拠点としての

天龍峡エリアの考え方について

市政を

問う！
市政を

問う！
市政を

問う！第2回定例会の一般

質問の概要を紹介し

ます。（17名・質問順）

■は、そのほかの質問項目

第2回定例会の一般

質問の概要を紹介し

ます。（17名・質問順）

■は、そのほかの質問項目

一般質問の様子は
ＹｏｕＴｕｂｅで

動画配信しています

ズバリ

岡　田　倫　英　議員（会派のぞみ）

息
の
長
い
取
り
組
み
に
な
る
と

位
置
付
け
、
今
の
う
ち
か
ら
研

究
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
大
事
で
は

な
い
か
。

自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
に
係
る
研

究
体
制
を
整
え
る
必
要
性
に
つ

い
て
は
、
議
員
と
同
様
の
認
識
で
あ

る
。
自
動
運
転
技
術
の
開
発
状
況
や

実
証
実
験
・
社
会
実
装
等
の
動
向
を

踏
ま
え
、
伊
那
谷
自
治
体
会
議
と
歩

調
を
合
わ
せ
つ
つ
、
関
係
課
と
連
携

し
て
、
リ
ニ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
革
命
時

代
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
研
究
を
進

め
て
い
く
。

■
小
中
学
校
の
屋
外
活
動
に
お
け
る
熱

中
症
対
策
■
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

地域課題解決に向けた

自動運転社会の対応は

井　坪　　　隆　議員（会派みらい）

厳
し
い
経
営
状
況
の
遠
山
郷
の

観
光
施
設
へ
の
支
援
を
強
化

し
、
遠
山
郷
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
は
指
定
管
理
者
に
対
し
、
地

域
と
の
連
携
・
協
働
の
推
進
や

管
理
運
営
状
況
の
報
告
を
求
め
、
実

地
調
査
を
行
い
、
必
要
な
指
示
を

し
、
継
続
的
に
健
全
経
営
で
き
る
よ

う
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。
ま
た
、

様
変
わ
り
す
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況

を
踏
ま
え
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
開

通
を
見
据
え
た
戦
略
計
画
を
練
っ
て

い
く
。

■
い
わ
ゆ
る
「
高
齢
者
」
を　

歳
か

65

ら
と
定
義
す
る
こ
と
に
つ
い
て

三遠南信道開通を見据えた

遠山郷の観光ビジョンは

小　林　真　一　議員（公　明　党）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
が
得

に
く
い
状
況
の
改
善
は
。
ま

た
、
自
宅
で
印
刷
で
き
る
申
請
書
類

の
種
類
を
増
や
す
考
え
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
申
請
書

の
取
得
が
で
き
な
い
か
と
の
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
市

で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
必
要
な
情

報
の
検
索
が
し
に
く
い
状
況
を
認
識

し
て
お
り
、
現
在
、
改
善
す
る
た
め

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
６
月
中

に
改
善
を
予
定
し
て
お
り
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

■
飯
田
市
に
お
け
る
各
施
設
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
に
つ
い
て

障がい者補助制度の申請書類など

手続き負担軽減の考えは

福　沢　　　清　議員（会派みらい）

第
３
期
中
心
市
街
地
活
性
化
計

画
の
中
に
「
大
宮
通
り
桜
並
木
」

は
重
要
な
項
目
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
か
。

桜
並
木
は
、
東
野
地
区
の
基
本

構
想
や
、
第
３
期
中
心
市
街
地

活
性
化
計
画
に
お
け
る
市
民
会
議
の

場
に
お
い
て
も
、
ま
ち
な
か
活
性
化

の
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
次
期
計
画

に
も
盛
り
込
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
桜
並
木
に
寄
せ
る

思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
取
り
組
み

た
い
。

■
介
護
を
し
て
い
る
方
へ
の
支
援
に

つ
い
て

中心市街地が「中心拠点」に

ふさわしい場所になるために
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湊　　　　　猛　議員（会派のぞみ）

遠
山
郷
霜
月
祭
の
後
継
者
育

成
に
向
け
た
支
援
は
。

昨
年
９
月
、
遠
山
中
学
校
の

清
流
祭
で
霜
月
祭
の
神
楽
舞

「
郷
土
の
舞
」
が
披
露
さ
れ
た
。

　

年
前
に
旧
上
村
中
学
校
の
文
化

40祭
で
始
ま
っ
た
活
動
が
今
な
お
引

き
継
が
れ
て
お
り
、
生
徒
は
保
存

会
の
皆
さ
ん
か
ら
熱
心
な
指
導
を

受
け
て
学
ん
で
い
る
。
後
継
者
は

減
少
し
て
い
る
が
、
学
校
と
地
域

の
取
り
組
み
や
学
習
活
動
を
支
え

て
い
き
た
い
。

■
林
道
・
市
道
整
備
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

遠山郷における

観光戦略の推進について

熊　谷　泰　人　議員（会派のぞみ）

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な

ど
の
設
置
や
合
同
部
活
動
の

検
討
な
ど
、
教
育
委
員
会
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
で
は
。

部
活
動
の
新
た
な
受
け
皿
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
に

な
い
発
想
を
取
り
入
れ
る
必
要
が

あ
る
。
例
え
ば
、
中
学
校
区
で
設
置

す
る
、
一
つ
の
競
技
で
連
携
し
て
設

置
す
る
、
飯
田
市
全
体
を
一
つ
の
地

域
と
し
て
競
技
別
の
ク
ラ
ブ
を
設

置
す
る
な
ど
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を

結
び
つ
け
な
が
ら
新
し
い
受
け
皿

作
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

■
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

飯田市中学校の運動部活動の

あり方について

木　下　容　子　議員（市民パワー）

海
の
ご
み
の
７
割
は
陸
か
ら
の

も
の
。
天
竜
川
上
流
域
の
市
と

し
て
下
流
に
き
れ
い
な
水
を
渡
す
責

任
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

㎞
に
及
ぶ
天
竜
川
の
中
流
域

213に
当
た
る
当
地
域
は
、
天
竜
川

及
び
そ
の
支
流
の
豊
富
で
清
ら
か
な

水
に
支
え
ら
れ
て
暮
ら
し
を
営
ん
で

い
る
。
こ
の
恩
恵
を
下
流
域
に
暮
ら

す
人
々
と
も
分
か
ち
合
う
た
め
に
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
課
題
に

向
き
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
清

ら
か
な
水
環
境
を
保
全
し
た
状
態
で

下
流
域
に
渡
し
て
い
く
こ
と
は
、
上

流
部
で
生
活
す
る
私
た
ち
の
責
務
と

言
え
る
。

深刻な状況下での

マイクロプラスチック対策について

永　井　一　英　議員（公　明　党）

こ
の
数
年
の
間
に
著
し
い
進

展
、
顕
著
に
な
っ
て
き
た
こ
と

で
、
市
政
経
営
に
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
は
何
か
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
は
、
引
き
続
き
力
を
入
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
当
地
域
で
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
と
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
開
通

に
向
け
た
取
り
組
み
、
人
材
サ
イ
ク

ル
の
構
築
、
Ｉ 
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
進
展
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
問
題
な
ど

様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

■
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
ド
ナ
ー
登
録

■
第
２
期
「
飯
田
市
版
総
合
戦
略
」
策
定

今後の市政運営・経営について

木　下　德　康　議員（会派のぞみ）

推
進
の
た
め
の
助
成
を
中
山
間

地
域
で
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
れ
は
全
市
的
に
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。中

山
間
地
域
振
興
計
画
の
改
定

に
伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お

い
て
、
近
居
や
同
居
に
対
す
る
意
向

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
本
年
度
か
ら

「
飯
田
市
中
山
間
地
域
近
居
・
同
居

支
援
事
業
補
助
金
」
を
新
設
し
た
。

民
間
賃
貸
の
物
件
が
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
当
面
は
中
山
間
地
域

に
お
け
る
振
興
策
と
し
て
実
施
し
て

い
き
た
い
。

■
洪
水
対
策
に
つ
い
て

多世帯同居・近居住まい推進を

全市的に行う考えは

塚　平　一　成　議員（会派のぞみ）

「
行
政
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産

業
」
と
捉
え
る
が
、
ど
う
認
識

を
広
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取

り
組
む
か
。

現
在
、
多
様
な
主
体
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
「
飯
田
の
未
来
づ

く
り
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
の

大
き
な
転
換
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い

る
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
、
寄
り
添
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
改
め
て
市

民
の
目
線
に
立
っ
て
、
接
遇
は
も
と

よ
り
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
り
な

が
ら
、
市
政
経
営
に
臨
む
。

■
安
心
安
全
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て

市役所の市民サービス

向上へむけて
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後　藤　荘　一　議員（日本共産党）

飯
田
市
の
公
共
交
通
の
状
況
を

考
慮
し
て
、
所
有
が
可
能
な
ら

自
家
用
車
の
使
用
を
認
め
る
考
え
は

な
い
か
。

当
市
で
は
、
維
持
費
が
か
か
る

こ
と
や
事
故
が
あ
っ
た
場
合
の

負
担
能
力
の
観
点
か
ら
、
原
則
、
自

動
車
の
保
有
・
使
用
は
認
め
て
い
な

い
。
し
か
し
、
世
帯
の
自
立
に
繋
が

る
配
慮
は
必
要
と
考
え
る
。
生
活
保

護
の
相
談
に
見
え
た
方
の
状
況
を

し
っ
か
り
聞
き
取
る
中
で
、
協
議
し

て
判
断
し
て
い
く
。

■
防
災
に
つ
い
て
■
降
雪
及
び
降
霜

や
降
雹
に
よ
る
農
業
被
害
に
つ
い
て

生活保護受給者の

自家用車使用について

新　井　信一郎　議員（会派のぞみ）

運
転
講
習
へ
の
積
極
的
参
加
促

進
、
緊
急
ブ
レ
ー
キ
や
踏
み
間

違
い
抑
制
な
ど
搭
載
車
種
へ
の
乗
り

換
え
促
進
補
助
は
。

各
地
区
で
行
う
交
通
安
全
に
対

し
て
は
一
部
補
助
が
あ
り
、
活

用
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
サ
ポ
ー

ト
カ
ー
購
入
に
対
す
る
補
助
金
は
、

現
在
設
け
て
い
な
い
が
、
「
高
齢
者

交
通
安
全
教
室
」
な
ど
に
お
い
て
サ

ポ
ー
ト
カ
ー
の
体
験
試
乗
会
を
行

い
、
機
能
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

■
税
金
に
つ
い
て
■
リ
ニ
ア
新
時
代

に
向
け
た
土
地
利
用
■
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
か
ら
見
る
農
業
に

つ
い
て

高齢者ドライバーの

頻発する事故対策について

古　川　　　仁　議員（日本共産党）

飯
田
市
と
し
て
、
各
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
に
自
主
返
納
の
た
め

の
相
談
窓
口
を
開
設
し
た
ら
ど
う

か
。

免
許
証
自
主
返
納
に
つ
い
て
の

広
報
は
、
免
許
更
新
の
講
習
時

な
ど
、
警
察
が
主
に
行
っ
て
い
る
。

自
主
返
納
に
関
し
て
心
配
事
が
あ
れ

ば
、
市
と
し
て
も
各
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
で
受
付
け
る
。
ま
た
、

危
機
管
理
室
に
も
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
き
た
い
。

■
「
平
成　

年
度
市
民
の
意
識
に
関

30

す
る
基
礎
世
論
調
査
」
に
つ
い
て

■
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

高齢者ドライバー自動車運転免許証の

自主返納について

山　崎　昌　伸　議員（会派のぞみ）

移
住
定
住
の
促
進
に
は
、
「
子

育
て
」「
環
境
」「
健
康
」
な
ど
、

何
ら
か
の
分
野
に
特
化
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

子
育
て
や
教
育
の
環
境
が
充
実

し
て
い
る
こ
と
を
強
み
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
ま
た
、
地
域

産
業
の
担
い
手
確
保
に
向
け
て
、
地

域
内
事
業
者
と
も
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。
そ
の
ほ
か
、
「
山
・
里
・

街
の
暮
ら
し
」
や
、
リ
ニ
ア
開
通
を

見
据
え
た
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
利

便
性
な
ど
、
飯
田
の
今
の
強
み
を
発

信
す
る
こ
と
で
移
住
者
の
確
保
に
つ

な
げ
た
い
。

■
元
号
改
元
に
つ
い
て

移住定住の促進に向けての

今後の取り組みは

吉　川　秋　利　議員（会派のぞみ）

学
校
運
営
に
関
し
て
、
学
校
運

営
協
議
会
に
意
見
を
聞
く
が
、

教
育
方
針
は
学
校
が
責
任
を
持
つ
べ

き
で
は
な
い
か
。

今
ま
で
は
、
学
校
の
運
営
方
針

や
「
目
指
す
子
ど
も
像
」
な
ど

を
、
学
校
だ
け
で
決
め
て
い
た
。
教

育
方
針
等
の
決
定
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
学
校
は
主
体
性
を
発
揮
す
る

が
、
今
後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
に
よ
り
、
地
域
や
保
護
者
が

入
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
教
育
活

動
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安

心
が
守
ら
れ
る
と
考
え
る
。

■
学
力
の
向
上
に
つ
い
て

コミュニティスクールでの

学校運営協議会の機能は

木　下　克　志　議員（会派のぞみ）

慶
弔
時
や
入
学
・
卒
業
式
等
で

胸
に
つ
け
る
リ
ボ
ン
を
水
引
に

替
え
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
全
国
に

向
け
た
需
要
拡
大
は
。

飯
田
市
が
行
う
式
典
や
イ
ベ
ン

ト
、
小
中
学
校
の
卒
業
式
で

は
、
水
引
リ
ボ
ン
を
使
用
し
て
い

る
。
今
後
、
水
引
組
合
や
関
係
団
体

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
水
引
の
利
用

拡
大
・
利
用
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
軽
井
沢
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ　
20

関
係
閣
僚
会
合
や
、
昨
年
の
Ａ
Ｖ
Ｉ

Ａ
Ｍ
Ａ
総
会
で
も
水
引
を
使
用
し
、

全
国
を
は
じ
め
、
世
界
に
向
け
て
も

発
信
し
て
い
る
。

■
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

水引リボンの利用推進と

全国へ向けた需要拡大は
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�������������（林業活性化推進飯田市議員連盟）（林業活性化推進飯田市議員連盟）

　議員の自主組織である林業活性化推進飯田市議員連盟（会長　湊猛）の17名が５月25日

に開催された飯田市植樹祭に参加しました。森林保全に向けた重要な作業を通し、地道な

努力が森林を守ることを身をもって体感することができました。

▲市内は夏日を記録したこの日、標高約1,000mの松川入財産
区とはいえ作業中は汗が止まらず、また慣れない傾斜地での
作業に苦労しました。

▲植樹作業の前に記念植樹が行われました。
（写真右は議長）

講
座飯田市

議 会
飯田市
議 会 を利用してみませんかを利用してみませんか

もっと議会　

のことを　

知りたいな！

「出前講座」
市市市

ををを
「

」
「出前講座」

　飯田市議会では、議会に対する理解や関心を深めていただく「議会出前講座」を実施し

ています。

　出前講座は、主には次の内容についてお話しさせていただきます。学校や団体グループ

の学習の場として、お気軽にご相談ください。

出前講座の内容

　①　議会の仕組み及び役割

　②　国の政治と地方の政治の違い

　③　議会と市長の関係

　④　議会改革の取り組み

　⑤　その他、議会に関すること

お申し込み方法

　開催を希望する２カ月前までに所定の申込書を、飯田市

議会事務局宛に提出してください。

　申込書は飯田市議会ホームページから

ダウンロードをお願いします。閣 閣 閣

　ご不明な点は、飯田市議会事務局

（電話22-4523）にお問い合わせください。

⑦
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６月19日に委員会

を開催しました。

委 員 会 の 様 子 は

You Tubeで

ご確認ください。

委員会

総 務総 務

▲下久堅ふれあい交流館

議
案
第　

号
「
飯
田
市
の
手
数
料
条
例
の
一
部
を

７１

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

　

月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
が
中
止

１０と
な
っ
た
場
合
、
条
例
の
施
行
は
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
よ
い
か
。

こ
の
手
数
料
条
例
の
改
正
は
、
こ
の
事
務
に
関

す
る
上
部
機
関
で
あ
る
長
野
県
が
、
特
定
行
政

庁
と
し
て
す
で
に
条
例
改
正
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
中
止
と

な
っ
た
場
合
は
、
長
野
県
の
対
応
と
同
様
の
対
応
と

な
る
。Ｌ

Ｐ
ガ
ス
を
設
備
と
し
て
採
用
す
る
場
合
、
請

願
書
に
記
載
し
て
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
５
つ

の
機
能
に
対
す
る
費
用
は
新
た
に
必
要
か
。

飯
田
市
は
平
成　

年　

月
に
長
野
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

25

１１

協
会
飯
伊
支
部
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
常

時
使
用
し
て
い
る
施
設
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
都
市
ガ
ス

を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
特
別
な
費
用
は
不
要
で
あ

る
。
た
だ
し
、
災
害
時
に
、
臨
時
的
に
設
備
を
整
備

す
る
場
合
は
、
費
用
が
発
生
す
る
。
こ
の
場
合
は
、

請
願
に
対
す
る
審
議

施
設
や
場
所
に
よ
っ
て
経
費
が
異
な
る
た
め
、
金
額

は
想
定
で
き
な
い
。

　

大
規
模
災
害
に
よ
り
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
切
断

さ
れ
た
時
に
、
ガ
ス
協
会
で
は
、
充
填
し
た
ガ
ス

ボ
ン
ベ
の
供
給
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

こ
と
に
よ
り
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
を
使
用
し
て
温
か

い
食
事
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
冬
は
灯
油
ス

ト
ー
ブ
と
併
用
し
て
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
が
使
用
で

き
る
等
、
避
難
生
活
の
上
で
効
果
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
採
択
と
す
る
。

採
択
理
由
（
委
員
長
報
告
よ
り
）

　本年度は、主に「交流」や「地域拠点となる施設と地区における新しい取り組み」に

ついて視察を行いました。地域の皆さんの「地元への深く、熱い思い」を聞かせていた

だきながら、今後の課題について認識を深めました。

▲ゲストハウス「太陽堂」

管 内 視 察 報 告

５月20日（月）

①下久堅ふれあい交流館（下久堅）

②ゲストハウス「太陽堂」（南信濃）

③COM(M)PASS　HOUSE（南信濃）

④「特定非営利活動法人里山べーす」の

活動について（千代）

⑤域学連携交流施設（座光寺）

⑥上郷公民館・自治振興センター・消防

団16分団詰所（上郷）

⑦ゾーン30設置（上郷小学校区）
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６月20日に委員会

を開催しました。

委 員 会 の 様 子 は

You Tubeでご確認

ください。

委員会

社会文教社会文教
議
案
第　

号
「
飯
田
市
総
合
運
動
場
条
例
の
一
部

８８

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
利
用
料
金
の
改

定
に
つ
い
て
、
備
品
で
あ
る
陸
上
競
技
用
具
一

式
の
料
金
を
改
定
す
る
考
え
方
の
根
拠
は
。

利
用
者
が
陸
上
競
技
用
具
を
利
用
す
る
部
分
に

つ
い
て
、
日
々
の
修
繕
や
消
耗
品
等
の
維
持
管

理
費
の
中
か
ら
消
費
税
分
を
抽
出
し
て
改
定
の
積
算

根
拠
と
し
て
い
る
。

会
議
室
の
使
用
料
改
定
に
つ
い
て
、
ど
の
経
費

が
消
費
税
に
係
る
経
費
な
の
か
。

公
民
館
の
管
理
経
費
の
中
で
、
消
耗
品
費
や
燃

料
費
、
光
熱
水
費
、
修
繕
費
、
施
設
管
理
の
委

託
料
等
が
対
象
と
な
り
、
積
算
根
拠
と
し
て
い
る
。

一
定
の
改
定
率
を
そ
れ

ぞ
れ
の
時
間
区
分
や
施

設
区
分
ご
と
に
計
算
し

て
、
改
定
料
金
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
。

議
案
第　

号
「
飯
田
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改

８９

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

管 内 視 察 報 告
５月21日（火）

①上郷公民館等耐震化整備事業（上郷）

②上郷保健センター（上郷）

③特別養護老人ホーム飯田荘（橋北）

④ＩＣＴ教育推進事業/学校でのＩＣＴを活

用した授業の視察（千代小学校）

⑤竜峡共同調理場（龍江）

⑥鼎あかり保育園（鼎）

⑦学校施設空調設備整備事業（松尾小学校）

⑧輝山会記念病院/新棟アネックス（竜丘）

⑨市立病院地域包括ケア病棟･臨床検査科（松尾）

議
案
第　

号
「
飯
田
市
美
術
博
物
館
条
例
の
一
部

９５

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

施
設
に
は
初
期
投
資
な
ど
の
一
時
的
費
用
と
、

そ
の
後
の
運
用
の
た
め
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
費
用
が
あ
る
が
、
使
用
料
の
改
定
に
関
す
る
考
え

方
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
整
理
を
し
て
い
る
の
か
。

施
設
に
は
初
期
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
と
運
用

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
あ
り
、
今
回
の
料
金

改
定
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
関
わ
る
部
分
を
受

益
者
負
担
の
原
則
で
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ

る
。
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
で
経
費
が
上
が
る
部
分

を
抽
出
し
て
料
金
を
見
直
す
も
の
で
あ
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、
特
別

企
画
や
料
金
の
無
料
期
間
な
ど
を
行
う
考
え

は
。

７
月　

日
の
リ
ニ
ュ
ー

20

ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら
１

週
間
は
全
館
無
料
と
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
７
月　
28

日
は
第　

回
美
博
祭
り
を
予

14

定
し
て
お
り
、
こ
の
日
も
無

料
と
す
る
。

個
人
で
常
設
展
示
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
併
せ

て
観
覧
す
る
場
合
の
料
金
に
つ
い
て
は
。

常
設
展
示
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
併
せ
て
観
覧

す
る
場
合
は
、
個
人
で
あ
っ
て
も
、
団
体
観
覧

料
が
適
用
さ
れ
る
。

▲

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
校
に
指
定
さ

れ
て
い
る
千
代
小
学
校
に
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
の
様

子
を
視
察
し
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
飯
田
荘
の
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▲
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６月21日に委員会

を開催しました。

委 員 会 の 様 子 は

You Tubeでご確認

ください。

委員会

産業建設産業建設
議
案
第　

号　

「
飯
田
市
水
道
条
例
の
一
部
を
改

８４

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

飲
み
水
は
、
飲
食
料
品
と
し
て
軽
減
税
率
の
対
象

と
な
る
こ
と
か
ら
、「
飲
料
で
も
あ
る
水
道
水
」
の

料
金
の
引
き
上
げ
は
必
要
か
。

給
水
し
て
い
る
水
道
水
は
、

飲
み
水
以
外
に
風
呂
や
洗
濯

に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
消

費
税
率
は　

％
に
な
る
。

10

農
集
排
・
下
水
道
の
使
用
料
の
引
き
上
げ
は
、

市
民
生
活
に
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
据
え

置
く
、
あ
る
い
は
、
転
嫁
し
な
い
」
と
す
る
措
置
の

考
え
は
な
い
か
。

税
を
価
格
転
嫁
す
る
こ
と
は
法
に
則
り
適
正
に

行
う
。
仮
に
使
用
料
を
据
え
置
い
た
場
合
、
経

営
に
影
響
が
生
じ
る
。

■
議
案
第　

号
か
ら
議
案
第　

号
に
対
し
て
、
「
使

84

86

議
案
第　

号　

「
飯
田
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

８５

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

議
案
第　

号　

「
飯
田
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

８６

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

管　内　視　察　報　告
５月２２日（水）

①上郷･座光寺地区野生獣侵入防止柵（上郷）

②いいだ自然エネルギーネットワーク山法

師（下久堅）

③龍江産業団地（龍江）

④（仮称）天龍峡大橋（龍江）

⑤いいだクラフト株式会社（山本）

⑥中央アルプストンネル松川工区（鼎）

⑦妙琴浄水場（鼎）

⑧今宮中継ポンプ場（丸山）

⑨裏山しいちゃん・週休いつか（東野）

開
通
に
向
け
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
る
（
仮
称
）
天
龍
峡
大
橋

で
は
進
捗
状
況
を
確
認
。

▲

▲

市
内
で
最
初
に
着
工
と
な
っ
た
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
整
備
事
業

（
中
央
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
松

川
工
区
）
の
現
地
を
視
察
。

用
料
の
収
入
減
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
市
民
生
活
へ

の
影
響
の
観
点
か
ら
、
反
対
」
と
す
る
趣
旨
の
反
対

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
挙
手
採
決
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

（
代
替
地
整
備
に
よ
る
住
宅
地
の
造
成
に
関
し

て
）　

区
画
程
度
を
計
画
し
て
い
る
が
、
希
望

70

状
況
は
。

こ
れ
ま
で
の
意
向
確
認
で
は
、
半
数
以
上
の
方

が
、
住
み
慣
れ
た
場
所
の
周
辺
へ
の
移
転
を
希

望
し
て
い
る
。
そ
の
希
望
に
見
合
う
数
の
区
画
を
整

備
し
て
い
く
。

地
域
に
お
い
て
、
騒
音
に
対
す
る
心
配
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
県
の
審
議
状
況
を

見
極
め
る
と
と
も
に
、
基
準
に
合
致
す
る
造
成
が
求

め
ら
れ
る
。
不
安
が
十
分
に
解
消
さ
れ
て
い
く
か
。

丹
保
・
北
条
地
区
は
騒
音
基
準
を
満
た
し
、
環

境
保
全
が
確
保
さ
れ
る
地
域
と
な
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
県
の
環
境
審
議
会
の
検
討
状
況
な
ど

を
、
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
い
き
、
不
安
を
抱
く
住

民
に
対
し
て
、
し
っ
か
り
と
説
明
を
し
て
い
く
。

■ 
議
案
第　

号
に
対
し
て
、
「
代
替
地
区
画
の
需
要

96

の
見
込
み
が
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
反
対
」
と
す
る

趣
旨
の
反
対
討
論
と
、
「
移
転
し
て
い
た
だ
く
う
え

で
も
、
早
急
に
整
備
さ
れ
る
べ
き
で
、
賛
成
」
と
の

賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
挙
手
採
決
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

議
案
第　

号　

「
（
リ
ニ
ア
代
替
）
土
地
の
取
得
に

９６

つ
い
て
」
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
費
に
関
し
て

希
望
者
が
多
い
場
合
、
早
い
者
勝
ち
と
な
り
、

買
え
な
い
人
が
で
る
の
か
。

今
回
は
、
対
象
者
の
内
、
７
割
の
方
の
購
入
を

見
込
ん
で
お
り
、
販
売
期
間
も
５
カ
月
あ
る
た

め
、
早
い
者
勝
ち
に
は
な
ら
な
い
。

公
立
保
育
園
の
開
所
時
間
を
延
長
す
る
た
め
に

必
要
な
代
替
職
員
の
目
途
は
立
っ
た
の
か
。

今
回
、
開
所
時
間
を
延
長
す
る
保
育
園
は
、
川

路
、
上
久
堅
、
丸
山
、
三
穂
の
４
園
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
地
元
の
ご
協
力
に
よ
り
保
育

士
を
探
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
が
、
上
久
堅
と

川
路
に
つ
い
て
は
、
現
在
地
域
主
体
で
運
営
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
確
保
は
円
滑
に
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
他
の
２
地
区
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

公
立
保
育
所
費
の
｢
代
替
職
員
雇
用
事
業
費
｣
に

関
し
て

６月５日に委員会前期全

体会、27日に後期全体会

を開催しました。また3常

任委員会の開催に併せ

分科会を開催しました。

委 員 会 の 様 子 はYou 

Tubeでご確認ください。

委員会

予算決算予算決算

６月25日に委員会

を開催しました。

委 員 会 の 様 子 は

You Tubeで

ご確認ください。

リニア推進リニア推進
特別委員会

　

執
行
機
関
側
か
ら
、
去
る
３
月　

日
に
行
わ
れ
た

26

「
第
５
回
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
デ
ザ
イ
ン
会
議
」
に

（
松
尾
）
総
合
運
動
場
改
修
事
業
に
関
し
て

総
合
運
動
場
の
改
修
は
当
初
２
年
間
で
予
定
さ

れ
て
い
た
が
、
助
成
金
の
関
係
で
今
年
度
中
に

改
修
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
説
明
が
あ
っ
た
。
当
初

の
計
画
の
中
で
は
、
単
年
度
事
業
と
す
る
こ
と
を
考

え
な
か
っ
た
の
か
。

当
初
は
、
２
年
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政

負
担
を
平
準
化
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
が
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く

じ
の
助
成
が
単
年
度
事
業
費
と
し
て
確
保
で
き
た
た

め
、
計
画
を
変
更
し
た
。

総
合
運
動
場
の
改
修
内
容
は
。

公
認
検
定
員
の
指
摘
事
項
に
関

し
て
、
改
修
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
ト
ラ
ッ
ク
競
技
８
レ
ー
ン
の
改

修
工
事
、
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
リ
ア
の
拡

張
工
事
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

要
望

　

利
用
者
や
市
民
か
ら
は
、
大
規
模
改
修
に
対
す
る

期
待
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
欲
し
い
。

関
し
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
設
計
の
検
討
経
過
と
今
後

９
月
ま
で
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
デ
ザ
イ
ン
ノ
ー

ト
案
、
及
び
官
民
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
報

告
・
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
「
リ
ニ

ア
推
進
特
別
委
員
会
協
議
会
」
で
は
、
本
格
的
に
動

き
出
し
た
リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
つ
い
て
の
経
過
報
告

等
を
受
け
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
係
る
代
替
地
の
取
得
に
関

す
る
個
別
の
要
望
、
お
悩
み
、
ご
希
望
な
ど
に
つ

い
て
、
部
署
内
で
の
情
報
共
有
は
で
き
て
い
る
か
。

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
、
訪
問
記
録
を

課
内
で
共
有
し
て
職
員
全
員
が
対
応
で
き
る
よ

う
情
報
共
有
し
て
い
る
。

代
替
地
登
録
制
度
の
今
後
の
進
め
方
は
。

代
替
地
登
録
制
度
を
は
じ
め
と
し
、
宅
建
業
者
と

の
連
携
に
よ
る
土
地
情
報
の
提
供
、
ま
た
移
転
希

望
地
が
あ
れ
ば
移
転
希
望
地
の
土
地
所
有
者
と
の
調

整
等
々
を
行
い
な
が
ら
、
し
っ
か
り
支
援
し
て
い
く
。

①
風
越
山
ト
ン
ネ
ル
計
画
説
明
会
に
つ
い
て

②
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
構
想
検
討
会
の

最
終
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

③
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
（
丹
保
・
北
条
代
替
地
）

④
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
に
係
る
駅
前
広
場
の
都
市

施
設
の
配
置
に
つ
い
て

⑤
リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会
の
今
後
の
活
動
に
つ
い
て



議員の人となりなどを議員自らが紹介します。（議席順に掲載）議 員 紹 介議 員 紹 介

～  薔  薇 とウイスキー ～
ば ら

　

 新  井 　信一郎          
あら い しんいちろう

もう何年になるだろうか、薔薇にこ

れほどまでのめり込むようになった

のは…。以前このコラムでも薔薇を題

材とした内容であったかと記憶している。母から譲り

受けた花心。父を見様見真似の剪定で今日に至る。四季

咲きを愛で、歓びを与えてくれる。枯れないから曲がり

ながらも間違いではないのであろう。さて薔薇だが、私

の重きは、香り。イングリッシュローズ、気難しい「ルシ

ファー」「ガブリエル」挙げれば切りがない。

そして最近は香り繋がりなのか、ウイスキーである。

いまさらながら大学院生を謳歌する私のかなり年下の

同級生と酌み交わした一杯が事の発端。時代は国産ウ

イスキー高騰の真っ只中。半ば諦めの失意の中、めった

に使わない冷蔵庫の奥に何やら…！父が残した飲みか

けの24面カットのボトル。当時普通に流通のあった品

だが、今は終売。けれど、父とは永遠に乾杯はできない。

そう、他界した。もう少し早く、ウイスキーの香りに出

会っていたなら…。日々、母と薔薇談義に香り響く。

～ 私の家族 ～
　

 清  水 　 勇  
し みず いさむ

　家族の紹介をします。議員になり

早４期14年が経ちました。14年前の

家族は妻と長女長男の４人でした。

長女長男は結婚し子どもも共に２人おり４人（女の子）

の孫ができました。子どもが結婚してから妻と２人の

暮らしでしたが、５年前に小型犬のチワワ（3歳）を頂

きました。名前は「ミント」。私には直ぐなついてく

れ、家に帰ると車の音がわかるようで甘えた声を出し

ながら玄関まで迎えに来てくれます。時間があれば散

歩に行きますが歩幅が短く私は運動になりません。夏

は熱いので１匹で寝ていますが、寒い日などは私の左

腕を枕にして一緒に寝ています。妻も散歩をしたり、

餌をあげたりして２人にとって凄く癒される家族の一

員です。長男夫婦は近くにいるので時々、妻と孫とミ

ントと散歩に出かけています。今年1月20日に8歳に

なりました。犬としては高齢になりましたがいつまで

も元気でいることを願います。

ここに
注目！

全員協議会などにおける協議事項や報告事項をご紹介します。

広報広聴委員会

委員長　竹村　圭史 副委員長　福澤　克憲
委　員　清水優一郎 塚平　一成 古川　　仁
　　　　永井　一英 新井信一郎 井坪　　隆

災害に強いまちづくりに向け災害に強いまちづくりに向けてて

「飯田市災害廃棄物処理計画「飯田市災害廃棄物処理計画」」
災害時の廃棄物処理については、被害が発生して

からではなく、防災的観点から事前に可能な限り対

策を講じておくことが重要となります。

飯田市では、国の災害廃棄物対策指針等を参考に、

復旧・復興の妨げとなる災害廃棄物を適正かつ迅速

に処理すること、並びに廃棄物に起因する初期の混

乱を最小限にすることを目的に飯田市災害廃棄物処

理計画を策定しました。

　

対象廃棄物（上表）のうち、①については通常処

理を、②についてはいったん仮置場にて収集のうえ

可能な限りリサイクルされます。

廃棄物の円滑な収集・運搬・処理を行うため、被

災地域と処分施設の中継地となる仮置場の計画が今

後進められる予定です。

市議会ウォッチング

議会の動き（予定）

■第３回定例会　８月27日(火) ～９月20日（金）
□一般質問　９月４日～５日（傍聴可能）
　※質問内容は８月29日以降に飯田市議会ホーム　
　　ページに掲載されますのでご確認ください。
□委員会日程（傍聴可能）
　予算決算(前期全体会８月27日、後期全体会９月19日)
　総務(９月６日、９日)、社会文教(９月10日、11日)
　産業建設(９月12日、13日)、リニア推進（９月18日）
■議会への請願・陳情は、８月21日(水)午後５時まで
　に、議会事務局へご提出ください。

◆人によっては早口で聞き取りにくい時があるので
改善してほしい。

◆大変良い学習ができました。ありがとうございました。

　座光寺地区にあります国史跡恒川官衙遺跡は古代

の役所である伊那群衙があった遺跡です。現在、史

跡公園として遺跡を整備するために発掘調査を実施し

ており、役所を区画する溝や、正倉院（税として集めた

稲籾等を保管する倉庫群）の建物を調査しています。

座光寺表紙
紹介

～傍聴された方の感想より～

飯田市議会だより　発行/長野県飯田市議会　〒395-8501 飯田市大久保町2534番地　Tel 0265-22-4523 Fax 0265-53-8821
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⑫

対象とする災害廃棄物

廃棄物の種類廃棄物の区分

生活ごみ、避難所ごみ、
仮設トイレ等のし尿

被災者の生活に
伴う廃棄物

①

片付けごみ、がれき、
廃家電、廃自動車　等

災害によって
発生する廃棄物

②


